
空き家改修プロジェクトとは

空き家改修プロジェクト
建築学生による地域活性化団体

大学生
設計・改修・施工

依頼・物件提供

空き家

研究・学び・実践の場

　空き家改修プロジェクトとは、建築を学ぶ有志の学生
団体です。団体の目的は、「空き家の改修設計・施工を
通じた地域活性化」です。

　主な活動は設計・施工・運営提案・イベント企画で、
学生だけでなく地域の方々と協力して行っています。



日本の空き家問題について

人口減少、都市への集中化に伴い加速している

出典：平成 30 年住宅・土地統計調査（総務省）より



「空き家の改修を通じた地域活性化」
を目的とした学生団体！

2つの原動力
「自分たちの力で設計・施工がしたい」

「地域活性に貢献したい」



大学生
設計・改修・施工

解決
運営・利活用

依頼・物件提供

企画・提案

空き家

地域の人・主体者 (行政、企業、NPO法人など)

研究・学び・実践の場





団体規模・メンバー構成

総勢 121 名 !

設立当初は大学院生が多かったが、
現在は学部 3 年生が中心となって
後輩たちを率いている。

学部１年生から修士２年生まで在籍中。



主な活動内容

イベント・ワークショップ イヤーブックの作成

施主や現地の方との打ち合わせ物件の設計・施工

Y E A R B O O K  2 0 1 6 - 2 0 1 7

A k i y a  I m p r o v e m e n t  P r o j e c t

6_1. ワークショップ ( みらい建設部主催 )

　裾野プロジェクトがはじまるにあたり、2月にみらい建
設部主催により住民の方々とワークショップが開催され、
当団体も参加した。みらい建設部とは、生涯学習課が主催
する「楽しい地域づくり講座」の卒業生による有志団体で
あり、口座で学んだ話合いを上手に進める技術を地域に還
元することを目的に、ファシリテーターなどを務めている。
ここでは、「2年後の駅前に何があったら楽しいか？」とい
うテーマで議論が行われ、各テーブル 5~6 名程度でアイデ
アを出し、発表、投票を行った。市民ベースでも意見を膨
らませる土壌ができていることを知った。
　また、この場で空き家改修プロジェクトのプレゼンも行
い、市民へ団体の活動を周知するきっかけとなった。

6_2. 流しすやまうどん /富士山すその阿波おどり大会

6_1_1. 富士山すその阿波おどり大会
　例年、8月に裾野駅前中央商店街にてすその阿波おどり
大会が開催される。2016 年で第 33 回を迎える。市内 10
連をはじめ 20 連の踊り手たちが、かねや太鼓、笛の音にあ
わせて市内を練り歩くイベントである。今回のイベント企
画では、夜の阿波おどり大会開催に合わせ、日中に流しす
やまうどんを企画し裾野市民の方々と交流を深めることを
目的とした。

6_1_2. 流し須山うどん
　須山うどんは、須山地区にある渡邉製麺の商品でありす
そのブランド認定品にもなっている (fig.6)。4 月の視察の際
にお土産としてもいただいた。細めの麺のつるっとしたの
どごしともちもちした食感が特徴である。
　特産品をより広めるため、訪れた人々が気軽に参加した
くなる形式として「流し須山うどん」を企画した。製材さ
れた竹の節を金槌やグラインダーを使って取り除き、須山
うどんがスムーズに流れるように丁寧な作業を心がけた。
（fig.4）竹は八の字に組み立て、組み立ての際には三脚を利
用して竹を固定した。（fig.5）最後に消毒のための熱湯をか
けて、流し台を作成した。器にも余った竹を利用して器を
製作した。

6_3. 裾野タイムトラベル写真館 ( 企画のみ )

　2016 年 11 月に第 2回すそのおんぱくが開催されること
となり、当団体でも開催を盛り上げるべき期間に合わせ駅
前の解体工事後の空地において過去の写真を野外スライド
ショーで流す、タイムトラベル写真館を企画した。日中に
は屋台制作のワークショップを連関させて企画していたが、
改修計画との折り合いがつかず、実行には至らなかった。

6_4. 裾野フューチャーセンター（マチテラス製作所主催）

　裾野フューチャーセンターは、マチテラス製作所の主催
で地域住民と一緒に裾野について考えるためのワーク
ショップが定期的に開催されている。多業種で多様な年齢
層の住民たちが裾野の未来について語り、アイデアを膨ら
ませて話し合う場として活用されている。
　議論のテーマは各回異なるが、数年～数十年後の将来に
ついてまで議論が広がり、まず市民からできることなども
話合われ、ポジティブな意見が活発に出ていることが印象
的であった。すそのおんぱくの開催も影響があると考えら
れるが、ここで生まれた議論が実現することも多いという。
　当団体からも参加させていただき、市民の方々と関わる
きっかけの場となった。

fig.4 竹の加工作業

fig.5 竹の組み立て作業 fig.6 須山うどん

fig.1 みらい建設部のファシリティエート

fig.3 ワークショップの様子 各テーブルに分かれてアイデアを出す

fig.2 空き家改修プロジェクトのプレゼン

fig.7 流し須山うどんの様子

６. 交流

裾野設計室
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fig.11 フューチャーセンターの様子

fig.8 フューチャーセンターで出たアイデアをシートにまとめる

fig.9 アイデア出しの様子 fig.10 議論の様子
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主な活動内容

時にはまち全体を巻き込むことも！
2019 年東伊豆未来会議より



これまでに活動してきた地域

静岡県東伊豆町（稲取設計室）
徳島県那賀郡那賀町（木沢設計室）
神奈川県相模原市（相模原設計室）
神奈川県足柄下郡真鶴町（真鶴まちあかりプロジェクト）
神奈川県足柄上群開成町（開成設計室）
群馬県みなかみ町（みなかみ設計室）
新潟県佐渡市（佐渡設計室）
三重県鳥羽市（鳥羽設計室）　　　　　６県 8地域



現在活動している地域

静岡県賀茂郡　伊豆稲取

神奈川県足柄上郡　開成町

神奈川県足柄下郡　真鶴町

三重県鳥羽市　鳥羽

各設計室の詳細については別途資料を参照





真鶴まちあかりプロジェクト

2021年、開成設計室のクライアントと繋がりの
あったお施主さんからお声がけしていただき、当時
学部3年のメンバーで発足。

現在はプロジェクトの先駆けとなる、1件目の物
件の設計施工中。魚屋さんとして地域に愛された建
物を、地域の人や観光客が集まる駄菓子屋へと改修
する。

今後はかつて「真鶴銀座」と呼ばれていた町の活気
を取り戻すべく、商店街の空き家を改修しシャッ
ターを全て開ける。

お施主のデビット伊東さん



真鶴まちあかりプロジェクト

真鶴町

横浜

静岡

山梨

東京 活動地域・・・神奈川県足柄下郡真鶴町

メンバー構成
４年生 12名（うち、SA11名UA1名）
２年生 ４名（うち、SA1名UA3名）

男子16名 女子０名

計16名

なお、１年生は最大１０名募集予定。
２〜３年生も募集中



真鶴紹介

魅力
・海に向かってすり鉢状の地形で景観が綺麗。
・美の基準が景観を守っている。
・路地や階段が入り組む。
・地域の住民が積極的に話しかけてくれる。
・海鮮が美味しい。
・都心からも遠くない。

改善点
・観光客があまり見られない。
・良くも悪くも静か。
・真鶴銀座のシャッター化。
・空き家が多い。



物件（うおきよ）紹介



これまでの提案

メンバーのアイディア達

メンバー全員でアイディアを出し合いそれを生かし
て設計を進めてきた。
暗かった内装を一変し明るく、「おばちゃん世代と
子供」、「観光客と町民」の交流の場ともなる駄菓
子屋を目指す。



昨年度活動内容

設計施工

実測、図面作成

解体作業 壁面＆天井仕上げ貼り付け

コンクリート打設材木切り倒し



真鶴まちあかりプロジェクト

2021/10 2022/４



昨年度活動内容

地域交流、真鶴を知る

まち歩き、サーベイ

なぶら市（お祭りへの参加）

お施主さんや地域の人との交流



今後の展望

暗室の暗さ、狭さゆえの秘密基地化計画

今までは現B4主体で行ってきた。準備期間を
経て次の物件へと移り、次々と降りてしまった
シャッターをあげてゆく。
他にも、お祭りへの参加、ワークショップの開
催を予定。



設計室概要

訪問について（昨年度の例）

・頻度と期間

長期休み訪問
（2月の場合）
2/7~8,2/19~23,2/26~28 ３回の施工 計10日
間
授業期間訪問
土日を中心に月に１回程度訪問。

全日程参加必須というわけではなく各自が行
ける日程を選択して参加。
平均的には１回の施工で１人当たり１泊から
２泊である。



設計室概要

訪問について（昨年度の例）

・交通手段とお金

電車（東京駅から2時間弱）または車（大学から
２時間半）車で移動がメイン。
交通費はお施主さんより支給、宿は貸しても
らっているため、交通費、宿泊費の負担はなし。
よって、訪問1日あたりにかかるお金は、1500〜
2000円程度（食費、温泉代等）
宿に布団は毛布しか無いため、寝袋があると良
い。



設計室概要

・ミーティング

毎週木曜日１９時から８階製図室にて開催
基本的には対面だが、zoom参加も可能。
また、施工前日夜は施工内容の確認のミーティ
ングをzoomにて開催。

日常的な活動について（本年度の予定）



空き家改修プロジェクト

稲取設計室



活動地域 　…　静岡県賀茂郡東伊豆町　稲取

活動期間　…　2014 年～　

クライアント　…　東伊豆町

2022 年度活動メンバー

B3　　9 名

B2　　12 名

B1　　2022 年 4 月募集予定

稲取

東伊豆町

0 1

設計室概要



　都市部の学生と農山村地域の人々を結ぶきっかけづくりである

地域づくりインターンの会の活動であった。

主に首都圏に住む学生が 地方地域に夏休みの 2 週間から 1 ヶ

月程度滞在し地域の方と共に地域づくり活動や交流プログラム

に取り組む。 学生が地域社会に 「遊学」 することで、 学生と農

山村の人々が双方を映す鏡となり、 学生には地域の理解と自分

自身を見つめ直すきっかけを、 地域には客観的で新鮮な評価と

完成をもたらし、 地域づくり活動へ活かすきっかけを創出するこ

とを目的としている。 空き家改修プロジェクトの始まりは、 地域

づくりインターンの会 に参加した学生が稲取と出会ったことが

きっかけだった。

事務局

学生

地域

会員登録

学生紹介
地域紹介

会員登録

地域への理解
自分自身を見つめ直すきっかけ

客観的で新鮮な評価と感性

地域づくり活動へ活かすきっかけの創出

地域づくりインターンの会 組織図
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設立のきっかけ



物 件
テ ー マ A

東 伊 豆 町

空き家
の提供

空き家
利活用

空き家同士のつながり
空き家を介したネットワーク

物 件
テ ー マ E

物 件
テ ー マ C

空 き 家 改 修 プ ロ ジ ェ ク ト

/ 大 学 生 ・ 大 学 院 生

地 元 住 民

fig.6 人・まちの循環ネットワーク

改修物件
ごとのテーマ

物 件
テ ー マ B

物 件
テ ー マ D

「 人 の 循 環 」 と 「 ま ち の 循 環 」 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

観 光 客

来 訪 者

イメージ図・地方都市において、 日常的なコミュニティの重要性が問われている。 伊豆稲取の抱える課題に対して、

空き家を改修することを通して、 「人の循環」 と 「まちの循環」 のネットワークづくりを目指す

伊豆稲取の登場人物は、 「地元住民」、 「観光客」、 そして私たち 「空き家改修 プロジェクト ( 学生 )」 という 3 つのカテゴリーに分けられる。

そこで、 数多く存在する空き家を利用し、 それぞれの物件にテーマをもたせて改修することで、 三者が関わり合うネットワークを形成する。 

地元住民の拠り所、観光客を招き入れるゲストハウス、それぞれが混ざり合うシェアスペースなど、テーマは様々である。 改修する過程や、

物件を利用することで 「人の循環」 が生まれる。 これまで空き家だった建物が改修され、 町中に点在し連携することで、 「まちの循環」 が

生まれる。 このように、 プロジェクトを通して多様な関係性づくりを助け、 地域を活性化することを目的とする。 
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活動の意義 ・ 目的



1 期

6 期
8 期

7 期3 ・ 4 ・ 5 期

2 期

9 期

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
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稲取設計室時系列

水下庵

はじまりの改修

EASTDOCK

第 3 の改修

MORIE

第 4 の改修

第 5 の改修

ベンチ改修

ダイロクキッチン

第 2 の改修

東伊豆未来大会議

改修物件がない時期

コロナ禍による活動の制限



ダイロクキッチン

東伊豆町消防団　第六分団器具置場　→　ダイロクキッチン

　用途 ： 消防器具置き場→シェアキッチン

　

Before After

1 年間の活動を経て、 2016 年 3 月に竣工。 その後プレ運用期間

を設け、 同年 11 月より NPO 法人ローカルデザインネットワークに

管理を移し、 本格運用が開始。 イベント利用やスペースの時間貸

などを行いつつ、 「食」 をテーマに東伊豆の魅力を発信している。

また、 毎月地元回覧板と連動したローカルメディア 「ダイロク通信」

が発行されている。

05

改修物件紹介 ・ ダイロクキッチン



東海汽船　岬の館　→　EASTDOCK

　用途 ： チケット売り場→展示待合室

　

EASTDOCK

Before After

EAST DOCK は 2019 年 5 月に竣工。

東伊豆の港のものづくりシェアスペースである。

「2025 年の伊豆をつくる」 という未来の稲取を作っていく場所としてコン

セプトを掲げた。 「つくる」 という言葉を 「作る」 「造る」 「創る」 に分解し、

各目的に沿ったクリエイティブな空間を構成していく。

シェアオフィス、 会議室、 イベントスペースとして利用することができる。

空き家改修プロジェクト
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改修物件紹介 ・ EASTDOCK



M O R I E

Before

After

ダイニング 集会所 キッチン

東伊豆町　ふれあいの森管理棟　→　MORIE

　用途 ： 資材置き場→宿泊滞在施設

MORIE

MORIE は 2022 年 2 月に竣工。

学生団体やワーケーションとして東伊豆に訪れる人の滞在拠点である。

港町から少し離れた立地を生かし、 自然を感じながらのびのびと過ごす

ことができる。 利用者は大学生だけでなく、 小さなこどもの林間学校の

ような場所としても使われている。
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改修物件紹介 ・ MORIE



静岡大学主催の稲取のまちあるきイベント参加 建築学縁祭での発表

総合資格学院での報告会 トウキョウ建築コレクション　出展
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昨年度の改修以外の活動



・ ヨリドコロプロジェクト

飲食店 × まちのセレクトショップの改修計画

稲取の魅力を集めた稲取の新しいお土産屋さんと、 まちの人から愛される飲食店

稲取温泉協同組合の定居さんがクライアントとなり、 プロジェクトを進める。

・ EASTDOCK　1 階ギャラリー部分改修

3、 4、 5 期に改修した EASTDOCK も利用の需要が増え、 新たに個人ミーティングスペース

が必要となり、 2022 年度稲取設計室が設計、 施工することになった。

・ 稲取ベンチ改修プロジェクト

稲取に 100 基近くあるベンチはまちの特徴的な風景である。

日常的に使う人も多いベンチを改修することで物件改修以外の方法でまちに還元した活動を

する。

このプロジェクトは年度を超えて継続的に行う見込み

稲取にあるベンチ

EASTDOCK1 階ギャラリー

ヨリドコロプロジェクト　店舗イメージ
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2022 年度の活動



20222021 2023

12月　1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8 月　9 月　10月　11月　12月　1月　2月　3月

ヨリドコロプロジェクト
解体・片付け

設計・準備

設計・準備

ベンチの選定など ベンチのデザイン

イベント計画 準備・宣伝 実施

施工

施工 パッケージデザイン

施工

施工・竣工

EASTDOCK1 階改修

イドバタプロジェクト

イベント
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2022 年度　活動スケジュール















外部設計室　活動概要



外部設計室とは 空き家改修 pj

YCP プロジェクト

外部設計室

氷見プロジェクト

～ 設計室



プロジェクトの発足まで

自治体
（YCP)

↓
南房総プロジェクト
　　（現在交渉中）

連携
↓

氷見プロジェクト
（7月終了予定）

連携 ひみりべ。

設計団体の
紹介を依頼

団体紹介
案件 案件紹介

を依頼

設計団体の
紹介を依頼

団体紹介



協力団体

氷見市にて大学生や地元住民と協力
してリノベーションやイベントなどを
行い、地域活性化を目指す団体。

コ∅∋⇱⇬⇉・⇟∀ー⇟

　　   Ⅴ↡↮↹↨⅛Ⅵ



設計 施工

実測図面や要望

をもとに設計

  長期休暇を利用

した施工の手伝い

発信

　SNS を通じて

活動や情報を発信

主な活動内容



活動場所

富山県　氷見市 カフェ・イベント・勉強

目指す空間象

物件の概要



構造用合板によって壁を補強 構造は貫によるラーメン構造 外壁の仕上げ材はトタン

耐震 構造 外装



物件の現状を Revit にて把握。設計もモデリングを参考に行う

現状



事務所案。既存の床の間を収納
やディスプレイとして活用。

土間を縁側で囲み、ひとつの空間
を様々なレベルで共有。

外観案。通りに面した 3枚の
ガラスから内部のレベル差や
活動が感じられる。

設計案

イベント

事務室

キッチン

自習室１

自習室２

会議室



Youth　Consortium

tsunagaru
nippon
project



Youth Consortium Project 資料抜粋



氷見プロジェクト

南房総プロジェクト

2022

5 月　　6月　　　7月　　8月　　9月　　10 月　　　11 月　　12 月　　1月　　　2月　　　3月　　4月

設計・積算

訪問 設計・積算

その他 イベント
参加

2023

活動計画



二泊三日・7人往復自動車（2人電車）
レンタカー代 30,300
高速代 27,700
電車代 8,592
ホテル代 100,000
合計 166,592

二泊三日9人往復電車
電車代 38,664
ホテル代（9人） 100,000
合計 138,664

南房総プロジェクト交通費概要



空き家改修プロジェクト

鳥羽設計室



設計室概要

3URSHUW\3U
改修物件

3ODQ3
平面図

'LDJUDP'
形態操作

&RQFHSW&
コンセプト

2SHUDWLRQ2SH
運営計画

6FKHGXOH6F
施工計画

空き家改修プロジェクト　鳥羽設計室

設計・運営の提案について

家具スケールのインテリア計画

Book Block

����PP

����PP

����PP

���� PP

��� PP

���� PP

���� PP

「アワヘイの蔵」だけでなく、他の場所でも使える家具設計を、という要望があった。

そこで、本棚ブロックを組み替え形を変化させられる、可変的な家具を提案する。

最小ユニットとなる本棚ブロックは

子どもでも持ち運べるサイズ。

一つのユニットが小さいため、

あらかじめ部材を切って現地で

組み立てられる。

部材も一枚の合板から効率良く

切り出せ、大きな端材が少ない。

ブロックを重ねるとテーブル程の高さになり、

作業台として機能する。

５～6個積むことで、キューブ自体が構造となり

個室やロフトを作ることもできる。

合同会社 NAKAMACHI
代表　濱口さん

数名の有志

施主 理念の実現

設計を依頼

様々な取り組みを行っている

なかまちの町おこしを推進

19 の商店や団体が所属

ワ―ケーション推進事業に取り組んでいる

既存の構造体に互い違いに生地を貼ることで、空間を複層的に区切る。

空間にグラデーションが生まれ、手前は少人数で賑わい、奥に行くほど静かで

プライベートな空間になっていく。

のれんのように可動式の
仕切りを設ける。
これらの生地には障子紙
や着物を用いる。

Book Block 家具図・展開図 1/30

5HJLRQ5
活動拠点

2019 年度

2020 年度

「鳥羽設計室」発足

月１回の Zoom ミーティングが開始

模型やスケッチ、3D で設計検討

施工訪問

鳥羽初訪問

鳥羽２回目の訪問

3月

2 月

1 月

10 月

11 月

12 月

アワヘイの蔵

クボクリ（2F）

まるきち

すぎはら床屋

魚寅（2F）

有限会社イヅミ倉庫

「鳥羽なかまち会」で所有している物件が多数あり、

今後はこれらの改修物件候補を順次設計していく。

三重県鳥羽市鳥羽 　「アワヘイの蔵」

商店が連なり商業の中心地として賑わった

地域で、周辺は観光資源も豊かである。

近年は過疎化と空き店舗の増加が目立って

おり、「鳥羽なかまち会」がまちの活性化の

ために活動している。

「鳥羽なかまち会」が所有する物件。かつてこのまちが

宿や商店の立ち並ぶ港町であった名残を表している。

コロナ禍でリモートワークの需要が急速に高まった。

それに伴い、人々は最適な作業環境を模索する必要が

出てきたが、それは人それぞれ異なる。

そこで、ひとつの空間に人集まりながらも、それぞれ

の最適環境をフレキシブルに実現できる「可変性」を

考える。

蔵に元々備わっていた木組みをレイヤーに見立てる。

出入口から奥に進むにつれて層が重なり、空間の開放性にグラデーションをつける。

一見完全に仕切られているようで、実は奥までつながっている。

現在鳥羽設計室は、用途の提案を施主から受けて設計提案

をしている。そのため、施主である合同会社「NAKAMACHI」

が竣工後の運営を担当する。

「可変性」のある空間

一階平面図 1/100

既存の木組みを活かすため、解体や張り替えを極力減らす。また、空間に可変性

を持たせ最適環境を作るため、家具スケールでの改修・設計を中心に行う。

TOBA
ISE

MEIWA

TAMAKI

WATARAI

TAIKI

KIHOKU

OODAI

MATUSAKA

NABARI

IGA

TAKI

TU

SIMA

MINAMIISE

���� ���� ���� ���� ��������������

���
���

���
��

�
���

���

���
���

���
���

���
���

���
��

�
���

���
���

���

���
��

�
���

����

���

ワークショップの計画
GWワークショップ開催

現在 ４月
５月

上面図

380

29030 30 30

正面図 右側面図左側面図
完成利用イメージ

模型による計画 完成写真

現在計画中

活動地域

合同会社NAKAMATCHI
（株）REMARE

B3　5名
B2　7名
B1　9名

三重県鳥羽市

クライアント

2022 年度活動メンバー



3URSHUW\3U
改修物件

3ODQ3
平面図

'LDJUDP'
形態操作

&RQFHSW&
コンセプト

2SHUDWLRQ2SH
運営計画

6FKHGXOH6F
施工計画

空き家改修プロジェクト　鳥羽設計室

設計・運営の提案について

家具スケールのインテリア計画

Book Block
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「アワヘイの蔵」だけでなく、他の場所でも使える家具設計を、という要望があった。

そこで、本棚ブロックを組み替え形を変化させられる、可変的な家具を提案する。

最小ユニットとなる本棚ブロックは

子どもでも持ち運べるサイズ。

一つのユニットが小さいため、

あらかじめ部材を切って現地で

組み立てられる。

部材も一枚の合板から効率良く

切り出せ、大きな端材が少ない。

ブロックを重ねるとテーブル程の高さになり、

作業台として機能する。

５～6個積むことで、キューブ自体が構造となり

個室やロフトを作ることもできる。

合同会社 NAKAMACHI
代表　濱口さん

数名の有志

施主 理念の実現

設計を依頼

様々な取り組みを行っている

なかまちの町おこしを推進

19 の商店や団体が所属

ワ―ケーション推進事業に取り組んでいる

既存の構造体に互い違いに生地を貼ることで、空間を複層的に区切る。

空間にグラデーションが生まれ、手前は少人数で賑わい、奥に行くほど静かで

プライベートな空間になっていく。

のれんのように可動式の
仕切りを設ける。
これらの生地には障子紙
や着物を用いる。

Book Block 家具図・展開図 1/30
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模型やスケッチ、3D で設計検討

施工訪問

鳥羽初訪問
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アワヘイの蔵

クボクリ（2F）

まるきち

すぎはら床屋

魚寅（2F）

有限会社イヅミ倉庫

「鳥羽なかまち会」で所有している物件が多数あり、

今後はこれらの改修物件候補を順次設計していく。

三重県鳥羽市鳥羽 　「アワヘイの蔵」

商店が連なり商業の中心地として賑わった

地域で、周辺は観光資源も豊かである。

近年は過疎化と空き店舗の増加が目立って

おり、「鳥羽なかまち会」がまちの活性化の

ために活動している。

「鳥羽なかまち会」が所有する物件。かつてこのまちが

宿や商店の立ち並ぶ港町であった名残を表している。

コロナ禍でリモートワークの需要が急速に高まった。

それに伴い、人々は最適な作業環境を模索する必要が

出てきたが、それは人それぞれ異なる。

そこで、ひとつの空間に人集まりながらも、それぞれ

の最適環境をフレキシブルに実現できる「可変性」を

考える。

蔵に元々備わっていた木組みをレイヤーに見立てる。

出入口から奥に進むにつれて層が重なり、空間の開放性にグラデーションをつける。

一見完全に仕切られているようで、実は奥までつながっている。

現在鳥羽設計室は、用途の提案を施主から受けて設計提案

をしている。そのため、施主である合同会社「NAKAMACHI」

が竣工後の運営を担当する。

「可変性」のある空間

一階平面図 1/100

既存の木組みを活かすため、解体や張り替えを極力減らす。また、空間に可変性

を持たせ最適環境を作るため、家具スケールでの改修・設計を中心に行う。

TOBA
ISE

MEIWA

TAMAKI

WATARAI

TAIKI

KIHOKU

OODAI

MATUSAKA

NABARI

IGA

TAKI

TU

SIMA

MINAMIISE

���� ���� ���� ���� ��������������

���
���

���
��

�
���

���

���
���

���
���

���
���

���
��

�
���

���
���

���

���
��

�
���

����

���

ワークショップの計画
GWワークショップ開催

現在 ４月
５月

上面図

380

29030 30 30

正面図 右側面図左側面図
完成利用イメージ

模型による計画 完成写真

現在計画中

設立の経緯

鳥羽市には中町という場所に立ち並ぶ 19 個の
商店や団体から設立された鳥羽なかまちとい
う組織がある。この団体は元々栄えていた中
町の街並みを取り戻すべく、組織の中の数名
によって合同会社NAKAMACHI が設立した。
そして合同会社の代表である濱口さんが、稲
取での空き家改修プロジェクトの活動を耳に
し、合同会社から依頼の話を受けてから鳥羽
設計室が発足された。今年度のプロジェクト
は合同会社NAKAMACHI と関係を継続したま
ま、民間企業の（株）REMARE から提案いた
だいたプロジェクトを行う。



今までのプロジェクト

・アワヘイの蔵プロジェクト
元々穀物を保管する用途で使われて
いた木造の蔵を、地域の人たちの憩
いの場としてリノベーションを行っ
た。蔵の中に設置する椅子や机、照
明などの家具や、学生が鳥羽をもっ
と知る為に書き込みができるアート
ボードなどの作成を行った。また完
成したものをお披露目すべく、地元
の小学生向けに工作ワークショップ
を企画し、子供たちとのコミュニ
ケーションを取ることができた。

BEFORE

AFTER



今年度の取り組み

・無人島プロジェクト
アワヘイの蔵プロジェクトを終えた
タイミングで、（株）REMARE 様か
ら用途提案兼物件改修である無人島
プロジェクトのご提案をいただき、
今年度はこちらのプロジェクトを主
体として行うこととなった。本プロ
ジェクトは（株）REMARE が今後無
人島を活用した事業を始めるための
本拠地として、浜を舞台にした“遊び”
の拠点として右の物件を改修する内
容である。
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改修物件

3ODQ3
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形態操作

&RQFHSW&
コンセプト
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19 の商店や団体が所属
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アワヘイの蔵

クボクリ（2F）

まるきち

すぎはら床屋

魚寅（2F）

有限会社イヅミ倉庫

「鳥羽なかまち会」で所有している物件が多数あり、

今後はこれらの改修物件候補を順次設計していく。

三重県鳥羽市鳥羽 　「アワヘイの蔵」

商店が連なり商業の中心地として賑わった

地域で、周辺は観光資源も豊かである。

近年は過疎化と空き店舗の増加が目立って

おり、「鳥羽なかまち会」がまちの活性化の

ために活動している。

「鳥羽なかまち会」が所有する物件。かつてこのまちが

宿や商店の立ち並ぶ港町であった名残を表している。

コロナ禍でリモートワークの需要が急速に高まった。

それに伴い、人々は最適な作業環境を模索する必要が

出てきたが、それは人それぞれ異なる。

そこで、ひとつの空間に人集まりながらも、それぞれ

の最適環境をフレキシブルに実現できる「可変性」を

考える。

蔵に元々備わっていた木組みをレイヤーに見立てる。

出入口から奥に進むにつれて層が重なり、空間の開放性にグラデーションをつける。

一見完全に仕切られているようで、実は奥までつながっている。

現在鳥羽設計室は、用途の提案を施主から受けて設計提案

をしている。そのため、施主である合同会社「NAKAMACHI」

が竣工後の運営を担当する。

「可変性」のある空間

一階平面図 1/100

既存の木組みを活かすため、解体や張り替えを極力減らす。また、空間に可変性

を持たせ最適環境を作るため、家具スケールでの改修・設計を中心に行う。
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ワークショップの計画
GWワークショップ開催

現在 ４月
５月

上面図

380

29030 30 30

正面図 右側面図左側面図
完成利用イメージ

模型による計画 完成写真

現在計画中

スケジュール

6月 7月 8月 9月

補助金採用決定

コンセプト決定

デザイン決定

平面図作成

模型作成

施工開始

施工

完成

モニター

営業開始



3URSHUW\3U
改修物件

3ODQ3
平面図

'LDJUDP'
形態操作

&RQFHSW&
コンセプト

2SHUDWLRQ2SH
運営計画

6FKHGXOH6F
施工計画

空き家改修プロジェクト　鳥羽設計室

設計・運営の提案について

家具スケールのインテリア計画

Book Block
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「アワヘイの蔵」だけでなく、他の場所でも使える家具設計を、という要望があった。

そこで、本棚ブロックを組み替え形を変化させられる、可変的な家具を提案する。

最小ユニットとなる本棚ブロックは

子どもでも持ち運べるサイズ。

一つのユニットが小さいため、

あらかじめ部材を切って現地で

組み立てられる。

部材も一枚の合板から効率良く

切り出せ、大きな端材が少ない。

ブロックを重ねるとテーブル程の高さになり、

作業台として機能する。

５～6個積むことで、キューブ自体が構造となり

個室やロフトを作ることもできる。

合同会社 NAKAMACHI
代表　濱口さん

数名の有志

施主 理念の実現

設計を依頼

様々な取り組みを行っている

なかまちの町おこしを推進

19 の商店や団体が所属

ワ―ケーション推進事業に取り組んでいる

既存の構造体に互い違いに生地を貼ることで、空間を複層的に区切る。

空間にグラデーションが生まれ、手前は少人数で賑わい、奥に行くほど静かで

プライベートな空間になっていく。

のれんのように可動式の
仕切りを設ける。
これらの生地には障子紙
や着物を用いる。

Book Block 家具図・展開図 1/30

5HJLRQ5
活動拠点

2019 年度

2020 年度

「鳥羽設計室」発足

月１回の Zoom ミーティングが開始

模型やスケッチ、3D で設計検討

施工訪問

鳥羽初訪問

鳥羽２回目の訪問

3月

2 月

1 月

10 月

11 月

12 月

アワヘイの蔵

クボクリ（2F）

まるきち

すぎはら床屋

魚寅（2F）

有限会社イヅミ倉庫

「鳥羽なかまち会」で所有している物件が多数あり、

今後はこれらの改修物件候補を順次設計していく。

三重県鳥羽市鳥羽 　「アワヘイの蔵」

商店が連なり商業の中心地として賑わった

地域で、周辺は観光資源も豊かである。

近年は過疎化と空き店舗の増加が目立って

おり、「鳥羽なかまち会」がまちの活性化の

ために活動している。

「鳥羽なかまち会」が所有する物件。かつてこのまちが

宿や商店の立ち並ぶ港町であった名残を表している。

コロナ禍でリモートワークの需要が急速に高まった。

それに伴い、人々は最適な作業環境を模索する必要が

出てきたが、それは人それぞれ異なる。

そこで、ひとつの空間に人集まりながらも、それぞれ

の最適環境をフレキシブルに実現できる「可変性」を

考える。

蔵に元々備わっていた木組みをレイヤーに見立てる。

出入口から奥に進むにつれて層が重なり、空間の開放性にグラデーションをつける。

一見完全に仕切られているようで、実は奥までつながっている。

現在鳥羽設計室は、用途の提案を施主から受けて設計提案

をしている。そのため、施主である合同会社「NAKAMACHI」

が竣工後の運営を担当する。

「可変性」のある空間

一階平面図 1/100

既存の木組みを活かすため、解体や張り替えを極力減らす。また、空間に可変性

を持たせ最適環境を作るため、家具スケールでの改修・設計を中心に行う。
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ワークショップの計画
GWワークショップ開催

現在 ４月
５月

上面図

380

29030 30 30

正面図 右側面図左側面図
完成利用イメージ

模型による計画 完成写真

現在計画中

今後の展望

今年度は無人島プロジェクトをメインの活動とした上で、合同会社NAKAMACHI 様とは今後の
町おこしの為に鳥羽未来会議を定期的に行い、次年度以降再び合同会社NAKAMACHI 様とのプ
ロジェクトに向けてビジョン構築を行っていく。

空き家改修プロジェクト鳥羽設計室の長期的な目標としては、鳥羽に点在するたくさんの空き
家を活用するビジョン構築の段階から参画し、町おこしに貢献していきたい。


